
一般国道１６８号
王寺道路

令和３年１２月

奈良県県土マネジメント部道路建設課

令和3年度 第3回 奈良県公共事業評価監視委員会

お う じ

〔再々評価〕 平成１３年度新規事業化
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１．第1回委員会の意見

■走行経費減少便益について、事業全体より残
事業の方が大きくなっているのはなぜか。
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２．事業全体より残事業の走行経費減少便益が大きくなっている理由

※１ 便益・費用については、現在価値化した値である。
※２ 残事業については、基準年の翌年度以降の残事業費及び翌年度以降の供用により発生する便益で算出している。
注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

〇事業の投資効果

◆事業全体

便益(B)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益※1
費用便益比
(B/C)

223億円 5.4億円 2.1億円 230億円

1.1

費用(C)

事業費 維持管理費 総費用※1

210億円 0.26億円 210億円

◆残事業※2

便益(B)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益※1
費用便益比
(B/C)

80億円 6.1億円 1.4億円 88億円

60.0

費用(C)

事業費 維持管理費 総費用※1

1.4億円 0.051億円 1.5億円

■算出条件等

基準年 ：令和3年度

検討期間 ：50年間

現在価値算出のための

社会的割引率 ：4％

交通量の推計時点 ：令和12年度

推計に用いた資料 ：平成22年度道路交通センサス

適用した費用便益分析 ：平成30年2月版マニュアル

事業費（残事業） ：164億円（現在価値）

維持管理費 ：949千円／㎞

作成主体 ：奈良県

（前回再評価時Ｂ／Ｃ＝１．２）
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◼ 走行経費減少便益とは、「道路の整備無し」の総走行費用（BRO）から、「整備有り」の総走行費用（BRW）を
引いて算出
※走行費用の対象：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備費等

◼ 総走行費用は、「交通量（Qijl）」、「走行延長（Ll）」、「走行経費原単位（βj）」から算出
◼ 高速道路と一般道を比較すると、走行経費原単位は高速道路の方が低く、一般道の方が高い

⇒ 一般道を走行すると、総走行費用は上がる

⇒ 高速道路を走行すると、総走行費用は下がる

出典：費用便益分析マニュアル
（平成30年2月、国土交通省道路局 都市局）

◆走行経費原単位の例

※その他に一般道（平地）、一般道（山地）の原単位がある。

◆走行経費減少便益の算出式

２．事業全体より残事業の走行経費減少便益が大きくなっている理由
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２．事業全体より残事業の走行経費減少便益が大きくなっている理由

香芝IC

168号
香芝王寺道路

168号
王寺道路

王寺駅

◆R12交通量差分図 （王寺道路部分供用－整備無し） ◆R12交通量差分図 （王寺道路完成供用－部分供用）

畠田4丁目

◼ 部分供用では西名阪自動車道の交通量が減少しており、国道168号の交通量が増加

⇒ 高速道路（西名阪自動車道）を利用していた交通が一般道（王寺道路）に転換

◼ 完成供用では、周辺の道路（天理王寺線等）の交通量が減少しており、王寺道路の交通量が増加

⇒ ボトルネックが解消される事により、周辺の道路を利用していた交通が王寺道路に転換

法隆寺IC
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◼ 王寺道路が部分供用されると、高速道路（西名阪自動車道）を利用していた交通が、一般道（王寺道路）に転換

⇒ 走行経費原単位が増加し、総走行費用が増加する為、部分供用時の走行経費減少便益は、マイナスとなる

（「整備無し」総走行費用－「部分供用時」総走行費用＝ 1560.7億円－1561.4億円＝－0.7億円 ）

◼ 王寺道路が完成すると、国道168号のボトルネックが解消され、国道168号の渋滞を回避するために周辺の一般道に迂
回していた交通が、王寺道路に転換
⇒ 走行延長が減少し、総走行費用が減少する為、完成供用時の走行経費減少便益は、プラスとなる

（「整備無し」総走行費用－「整備有り」総走行費用＝ 1560.7億円－1555.3億円＝5.4億円 ）

◼ 残事業の走行経費減少便益は、上記の差となる為、6.1億円

（全体事業の走行経費減少便益－部分供用時の走行経費減少便益＝5.4億円-(-0.7億円)＝6.1億円）

◆部分供用時の交通の転換状況

２．事業全体より残事業の走行経費減少便益が大きくなっている理由
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至枚方市

至新宮市

香芝IC

西名阪自動車道

168

法隆寺IC

凡例
王寺道路供用区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

1車線

2車線

4車線以上

◆完成供用時の交通の転換状況

168

至枚方市

至新宮市

西名阪自動車道

168

法隆寺IC

香芝IC

凡例
王寺道路供用区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

1車線

2車線

4車線以上

高速道路（西名阪自動車道）
↓

一般道（王寺道路）

走行延長（長）（周辺一般道）
↓

走行延長（短）（王寺道路）



３．対応方針（案）（再掲）

●交通混雑の緩和
●交通安全性の向上
●地域の活性化
●救急救命活動の支援
●防災機能の向上
以上について達成される
⇒ 当初事業採択時から必要性は変化していないことを確認

３．事業進捗の見込みの視点

１．事業の必要性等に関する視点

●現在、残る０．３ｋｍ区間の工事を進めている。
●事業進捗率、用地買収率共に９９％であり、残る用地買収も完了の見込み。

●引き続き事業を推進し、早期の事業完了を目指す。

２．事業の効率性に関する視点

●費用便益比（Ｂ／Ｃ）は事業全体で１．１、残事業で６０
⇒ 効率的な事業であると確認できる

事 業 継 続

一般国道168号王寺道路は、 事業の必要性に関する視点、事業の効率性に関する視
点、事業進捗の見込みの視点から継続が妥当と判断できる。
引き続き事業を推進し、早期の事業完了を目指すことが適切である。
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